
企業版両親学級
開催マニュアル

　両親学級とは、お母さん・お父さんになる方が妊娠中の生活から
出産・育児について学ぶ場です。企業版両親学級は、夫婦で協力し
て育児をするために、育児休業の取得の必要性や働き方、家庭内で
の役割分担など、仕事と家庭の両立のための知識を学び、考える
きっかけとするものです。働く人が参加しやすいように、企業が主体
となって開催することを推奨しています。

企業版両親学級とは
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は じ め に

企業版両親学級とは

本マニュアルについて

　両親学級とは、これから子どもが生まれる（または、子を持つことを希望する）人
に対して、地方自治体や医療機関、企業が開催する学びの場です。開催主体により
次の特徴があります。

自治体版両親学級 … 一般の方を対象に自治体などが開催する
妊娠期や出産直後の育児に焦点をあて、主に出産直後の育児のコツやヒントを
学ぶ場

企業版両親学級 … 企業の従業員とその配偶者を対象に企業が開催する
仕事と家庭の両立に焦点をあて、両立のための制度の内容・その活用方法や、
配偶者との協力の大切さなどを学ぶ場

　　　　

●このマニュアルは、企業版両親学級の意義や目的、セミナーの内容・実施方法を
まとめたものです。

●企業の人事労務担当者が、本マニュアルに沿って、自社で企業版両親学級を開
催できることを目指しています。

●企業版両親学級を開催する際は、あわせて提供しているテキストや動画をご活
用ください。

●本マニュアルやテキスト、動画では、特に出生直後の父親の役割の重要性にス
ポットをあて、男性の育児休業取得や家事・育児への関わりを促す内容となって
います。
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企業版両親学級の意義・目的1

従業員にとって
●仕事と家庭を両立させるために育児の大切さを理解し、子育てを夫婦
で協力して行うことの大切さを学びます

●夫婦がお互いの職場環境を理解し、仕事に対する考え方や夫婦でワーク
ライフバランスの築き方を考えるきっかけとします

●育児休業に関する制度やその利用方法を知り、育児休業を取得する
ことに積極的になってもらいます

企業にとって
●従業員が積極的に育児休業を取ることができるように、職場全体で
仕事のやり方や仕事の配分を見直す機会とします

●職場のメンバーがお互い様風土を築き、誰もが育児休業を取れるよう
に後押しをする職場環境を作り上げていくことに役立てます　

●育児休業の取得を推進することとあわせて、業務の分担の見直しや
効率化に向けた取組を行うことにより、生産性や企業価値の向上に
もつながり、人材の採用にも好影響を及ぼします　　　　
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企業版両親学級で伝えるべき大事なポイント2

（１）産前・産後こそ父親が必要な理由を知ろう
出産による母体のダメージや急激なホルモンバランスの変化により、
産後の女性の身体的・精神的変化はとても大きく、“産後うつ”の
発症などの心配もあります。
父親のサポートが最も必要な出産直後の時期に、育児休業の取得な
どの必要性を理解することが重要です。
	 ➡“産後うつ”と父親の協力の重要性（資料①）

（２）育児休業期間の過ごし方を知ろう
父親にできない育児は赤ちゃんに母乳をあげることだけとも言われ
ています。
妻の妊娠～出産～産後や育児休業中の家庭での役割をしっかりと
認識し、育児・家事のスキルを身に付けることを推奨しましょう。
会社への報告・相談、会社が社員に対してすべきことも確認してく
ださい。
	 ➡	育児休業取得スケジュール（父親の例）（資料②）

（３）育児休業の取り方を考えよう
育児休業をどのように（時期、期間、回数）取るか、産後パパ育休
と育児休業の取得パターンを考えます。
妻の就労状況や第一子の有無、実家との距離など、各人の事情は
様々です。
本人にとって適切な取得パターンを検討しましょう。
	 ➡	育児休業取得のパターン（資料③）

　
（４）育児休業中の収入を知ろう

育児休業中であっても育児休業給付金や社会保険料の免除などで
収入は大きく減少しません。育児休業を取得する上で不安の一つと
なっている休業中の収入について説明します。
	 ➡	育児休業給付金制度と社会保険料の免除（資料④）
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開催、テキスト・動画の活用にあたって

妊娠・出産を申し出た労働者への個別の周知・意向確認での活用

●従業員またはその配偶者が妊娠・出産したことの申出をしたとき、会社
はその従業員に対して個別に育児休業制度等を周知し、面談等により、
これらの制度の取得意向を確認しなければなりません
　（育児・介護休業法第21条第1項）

●この時期に企業版両親学級に参加することで、従業員は育児休業等の
制度内容だけでなく、育児休業取得の必要性や、適切な取得時期・期間・
回数などについて考えるきっかけにもなります

●企業版両親学級を開催しない場合や出産予定時期などとタイミングが
合わない場合でも、テキストの提供や動画の視聴を勧めるなどにより
活用しましょう

参加対象者が少ない場合

●中小企業などで、例年、子どもが生まれる従業員がそれほど多くない
会社では、自社と同じ業界や同規模の企業など、他社と合同で開催
する方法もあります

●参加者が増えるだけでなく、研修内容の検討や会場・機器の融通など
により充実した内容になるなどの利点があります

●各地域の経営者団体や業種別団体などが主催して参加者を募ることも
考えられます

開催・活用のタイミングポイント

他社との合同開催や団体による開催ポイント
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1. 参加対象者の意向や希望を確認する
●参加者（配偶者）の出産予定などから、時期や場所（対面・オンライン）
を検討します
●希望も踏まえ、なるべく夫婦での参加を勧めます
●妻が妊娠中や幼い子を連れての場合、待機室の確保等ケアすべきことを
確認します

２. セミナーの研修内容を決める
●セミナーで伝えるべき内容や実施方法（テキストを説明するか動画を
視聴するか）等を決めます
●イクメンプロジェクト公式サイトに掲載されているテキストや
セミナー動画を活用することも検討してください

３. セミナーの講師や司会者を決める
●社内の人事担当者や育児経験者などが講師や司会を務めることが考え
られます
●適任者がいない場合は、サイトに掲載されているセミナー動画の視聴と
テキストを読むだけでも概ね理解することができます
●社外の専門家等に講師を依頼する場合は、予算や日程・内容についても
調整が必要です

4. 当日使用する資料などを用意する
●セミナーで使用するテキストや動画を用意します
●育児休業に関する法制度の資料や自社独自の育児目的休暇、在宅勤務に
関する制度もあれば用意しておきます

開催前の準備

企業版両親学級開催の手順3

https://ikumen-project.mhlw.go.jp/
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開催前の準備

5. パソコンなど必要な機器を用意する
●パソコンや通信環境（WiFi）を確認しておきます
●資料の投影や動画を使用する場合はあらかじめPCに格納しておきます

6. プログラムやタイムテーブルを作成する
●参加者の希望や勤務時間に配慮し、プログラムやタイムテーブル（時間
割り）を作成し、参加者に伝えておきます
●設定した所要時間内でテキストの説明などが収まるかどうかを確認し
ます

社内の育児休業取得経験者に経験談を依頼する
●育児や育児休業取得経験者の経験談を聴く時間を設けることも考えられ
ます
●今後、社内で育児や働き方に関する相談ができる関係づくりのきっかけ
になることも期待できます

社外講師にセミナーを依頼する場合
●社会保険労務士など社外の専門家に研修を依頼する場合は、イクメン
プロジェクト公式サイト等で同様のセミナーで実績のある講師を探します
●講師のスケジュールや講師料について確認し、研修の内容や進行につい
て事前に十分に打合せが必要です

企業版両親学級開催の手順3
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所要時間 実施事項

開始30分前 30分程度 ●会場セッティング
　◦会場内配置
　◦設備・機材準備・動画投影確認

開始

終了

5分
20分〜30分

10分
10分

10分

●進行次第の説明　　参加者の自己紹介
●テキストの説明　または、セミナー動画の投影　　　
●育休取得経験者の体験談
●夫婦でのワーク、個人ワーク、または育休経験者
　との質疑応答
●夫婦（個人）ワークの発表や、参加者からの質疑応答

所要時間合計： 1時間程度

【モデル案】

企業版両親学級開催の手順3

開催を終えたら

当日の運営・進行

セミナー開催前に確認やリハーサルを行う
●オンラインでの場合、双方ともに通信状態に問題がないかを確認します
●パソコンでの資料や動画の投影はスムーズに行えるかを確認します

職場や社員へのフィードバックを行う
●両親学級の様子や参加者の意見や感想を集約し、社内報などで共有す
ることで、経営者や管理職を含め、社内の理解が深まります
●次回の開催に向けて、プログラムの内容や運営についての改善点などを
まとめておきます

タイムテーブルの作成例
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資料①　“産後うつ”と父親の協力の重要性

資料②　育児休業取得スケジュール（父親の例）

資料③　育児休業取得のパターン

資料④　育児休業給付金制度と社会保険料の免除

（参考資料）

　育児休業中の家計と出産・育児に関する経済的支援
　妊娠・出産・育児期の両立支援制度

資料編4
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え

続
け

る
児

童
虐

待
の

防
止

」の
た

め
に

も
、抜

本
的

対
策

と
し

て
、産

後
う

つ
予

防
が

重
要

で
す

。

明
日

、仕
事

が
あ

る
夫

に
、夜

中
の

授
乳

等
を

交
替

し
て

ほ
し

い
と

、な
か

な
か

言
え

な
い

。
男

性
も

育
児

休
業

を
取

る
こ

と
で

、産
後

の
妻

に
と

っ
て

こ
の

２
つ

が
初

め
て

可
能

に
な

る
。

①
ま
と
ま
っ
た
7時
間
睡
眠
　
　
　
②
朝
日
を
浴
び
て
散
歩
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資
料
②

　
育

児
休

業
取

得
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル（
父

親
の

例
）

妊
娠
期

育
児
休
業

職
場
復
帰

育
児
休
業
申
出

育
児
休
業

職
場
復
帰

夫 ︻ 家 庭 ︼ 夫 ︻ 会 社 ︼ 上 司 * 会 社妻

妊
娠
・出
産
の
申
し
出

⾯ 談 の 実 施

引
継
ぎ
準
備
・引
継
ぎ

出
産
の
報
告

育
休
申
出
書
を
提
出

復 帰 前 の ⾯ 談 や 確 認

近
況
報
告

（
上
司
・同
僚
）

育
児
休
業
給
付
⾦
申
請

（
雇
⽤
保
険
）

社
会
保
険
料
免
除
の
⼿
続
き

資
料
②
育
児
休
業
取
得
ス
ケ
ジ
ュー
ル
（
⽗
親
の
例
）

家
事

出
産
・産
後

夫

〇
買
い
物
〇
料
理
〇
⾷
器
洗
い
・
⽚
付
け
〇
洗
濯
〇
お
⾵
呂
準
備
〇
掃
除

〇
ゴ
ミ
出
し

ほ
か

〇
上
の
⼦
の
世
話

〇
家
庭
内
の
事
故
予
防

〇
ミ
ル
ク
の
準
備

〇
授
乳

〇
着
替
え

〇
沐
浴

〇
寝
か
し
つ
け

〇
慣
ら
し
保
育

〇
保
育
所
送
迎

（
夫
婦
で
交
代
）

育
児

〇
妻
の
精
神
⾯
・
健
康
⾯
の
ケ
ア
〇
検
診
時
、
⼊
退
院
時
の
付
き
添
い

〇
妻
の
復
職
時
の
サ
ポ
ー
ト

〇
離
乳
⾷
の
準
備

〇
⾷
事
の
補
助

〇
⻭
磨
き

〇
⼦
ど
も
と
⼊
浴

〇
予
防
接
種

〇
定
期
健
診

〇
⼦
ど
も
の
看
護

※
育
児
・介
護
休
業
法
第
22
条
第
1項

原
則
、⾯
談
ま
た
は
書
⾯
交
付
に
よ
り実
施
して
くだ
さい

育
児
休
業
中
の
業
務
体
制
の
構
築

・引
継
ぎ
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル

・業
務
分
担
の
変
更

・他
部
署
か
らの
応
援

・代
替
要
員
の
採
⽤

復
帰
後
の
働
き
⽅
、家
庭
内
の
役

割
分
担
を
話
し
合
って
お
き
ま
し
ょう
。

業
務
の
属
⼈
化
解
消
も
検
討

多
能
⼯
化
（
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
（
標
準
化
）
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
な
ど

この
時
期
に
企
業
版
両
親
学
級
の

開
催
が
効
果
的
︕

事
前
準
備
し
、早
め
に
上
司
に
相

談
し
ま
し
ょう
。

普
段
か
ら⼀
通
りの
家
事
を
こな
し

て
お
くこ
とが
⼤
切
︕

ま
ず
は
「お
め
で
とう
」と
祝
福
を
︕

育
児
休
業
制
度
の
個
別
の
周
知
と

取
得
の
意
向
確
認
（
※
）

〇
育
児
休
業
・産
後
パ
パ
育
休
制
度

〇
育
児
休
業
・産
後
パ
パ
育
休
の
申
出
先

〇
育
児
休
業
給
付
に
関
す
る
こと

〇
労
働
者
が
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
の

取
り扱
い

復
帰
に
向
け
た
確
認
事
項

・⼦
ども
の
保
育
の
状
況
や
緊
急
時
の
対
応

・業
務
分
担
や
勤
務
時
間
の
配
慮

・両
⽴
の
た
め
の
勤
務
制
度
の
利
⽤
予
定

・そ
の
他
、配
慮
を
要
す
る
家
庭
事
情
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資
料
③

　
育

児
休

業
取

得
の

パ
タ

ー
ン

A
 ： 

パ
パ・

マ
マ

育
休

プ
ラ

ス
を

活
用

し
て

子
が

1歳
2か

月
ま

で
取

得

B ：
 出

産
直

後
か

ら
予

防
接

種
の

始
ま

る
時

期
、妻

の
復

職
時

期
に

取
得

C ：
 里

帰
り

出
産

か
ら

の
帰

宅
時

や
離

乳
食

の
始

ま
る

時
期

に
取

得

産
後
パ
パ

育
休

産
後
パ
パ

育
休
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資
料
④

　
育

児
休

業
給

付
⾦

制
度

と
社

会
保

険
料

の
免

除

育
児

休
業

中
も

収
入

あ
り

 ： 
育

児
休

業
給

付
金

 （
雇

用
保

険
か

ら
支

給
）

は
じ

め
の

6ヶ
月

(1
80

日
間

)は
給

与
の

67
%

、そ
れ

以
降

は
50

%
給

付
給

付
⾦

は
所

得
税

、社
会

保
険

料
、雇

用
保

険
料

が
免

除
手

取
り

⾦
額

は
休

業
前

の
約

8割
！　

会
社

負
担

の
社

会
保

険
料

も
免

除

産
後

パ
パ

育
休・

育
児

休
業

と
も

に
育

児
休

業
給

付
⾦

が
受

給
で

き
ま

す！
【

支
給

要
件

】
●

休
業

開
始

日
前

２
年

間
に

、賃
金

支
払

基
礎

日
数

が
11

日
以

上
あ

る（
な

い
場

合
は

就
業

時
間

数
が

80
時

間
以

上
の

）完
全

月
が

12
か

月
以

上
。

●
休

業
期

間
中

の
就

業
日

数
が

、最
大
10
日（
10
日
を
超
え
る
場
合
は
就
業
し
て
い
る
時
間
数
が
80
時
間
）※

 以
下

。
※

28
日

間
の

休
業

を
取

得
し

た
場

合
の

日
数・

時
間

。2
8日

間
よ

り
短

い
場

合
は

、そ
の

日
数

に
比

例
し

て
短

く
な

る
。

   
 （

例
）1

4日
間

の
休

業
 →

 就
業

日
数

は
最

大
５

日（
５

日
を

超
え

る
場

合
は

40
時

間
）以

下
　

　
　

 1
0日

間
の

休
業

 →
 就

業
日

数
は

最
大

４
日（

４
日

を
超

え
る

場
合

は
28

時
間

） ［
10

日
×

10
/2

8＝
3.

57（
端

数
切

り
上

げ
）→

４
日

］以
下

夫
婦

で
育

児
休

業
を

取
得

し
た

以
下

の
場

合
…

夫
婦

そ
れ

ぞ
れ

に
支

給
さ

れ
ま

す
。

産後
パパ 育休 給付
率
67
％
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資
料
④

　
育

児
休

業
給

付
⾦

制
度

と
社

会
保

険
料

の
免

除

育
児

休
業

中
は

社
会

保
険

料
が

免
除

さ
れ

ま
す

社
会

保
険

料
の

免
除

要
件

①
 そ

の
月

の
末

⽇
が

育
児

休
業

期
間

中
で

あ
る

場
合

　
　

　
　

　
ま

た
は

②
 同

⼀
月

内
で

育
児

休
業

を
取

得（
開

始・
終

了
）し

、そ
の

⽇
数

が
14
日
以
上

の
場

合

賞
与

月（
6月

）の
末

⽇
を

含
ん

だ
連

続
し

て
１
か
⽉
を
超
え
る

育
児

休
業

を
取

得
し

た
場

合

免
除

免
除
さ
れ
な
い

育
休
期
間
 3
日

9月
9月
30
日

10
月

免
除

免
除
さ
れ
な
い

育
休
期
間
 1
4日

9月
9月
30
日

10
月

免
除
さ
れ
な
い

免
除
さ
れ
な
い

育
休
期
間
 3
日

6月
6月
30
日

7月

免
除

免
除
さ
れ
な
い

6月
10
日
～
7月
24
日
ま
で
育
児
休
業

6月
6月
30
日

7月

給
与

賞
与
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参
考
資
料

　 【
育

児
休

業
中

の
家

計
と

出
産・

育
児

に
関

す
る

経
済

的
支

援
】

育
児

休
業

中
の

家
計

を
考

え
よ

う
●
出
産
直
後（
０
歳
）は
、生
活
用
品
費
と
し
て
生
活
消
耗
品
、

　
子
ど
も
用
生
活
用
品・
用
具
の
支
出
が
多
い

➡
０

歳
は

、お
む

つ
や

お
手

拭
、石

鹸
な

ど
の

生
活

消
耗

品
や

哺
乳

び
ん

、
お

ま
る

、ベ
ビ

ー
カ

ー
、チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
な

ど
の「

子
ど

も
用

生
活

用
品・

用
具

」の
支

出
額

も
多

い
。

妊
婦

検
診

の
公

費
負

担
妊

娠
の

届
出

を
行

う
と

、妊
婦

健
診

を
公

費
負

担
に

よ
り

受
診

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

お
住

ま
い

の
市

町
村

に
よ

っ
て

回
数

や
内

容
が

異
な

り
ま

す
。

社
会

保
険

の
保

険
料

免
除

産
前・

産
後

休
業

中
の

社
会

保
険

料
が

免
除

さ
れ

ま
す

。手
続

き
は

、健
康

保
険

、厚
生

年
金

保
険

は
会

社
が

行
い

、国
民

年
金

保
険

は
本

人
が

市
区

町
村

に
届

出
し

ま
す

。
出

産
手

当
⾦

健
康

保
険

か
ら

、産
前・

産
後

休
業

中
が

無
給

の
場

合
は

、１
⽇

に
つ

き
標

準
報

酬
月

額
の

2/
3に

相
当

す
る

額
の

出
産

手
当

金
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
出

産
育

児
一

時
⾦

健
康

保
険

か
ら

子
ど

も
⼀

人
に

つ
き

原
則

42
万

円（
令

和
5年

4月
か

ら
は

50
万

円
）

が
支

給
さ

れ
ま

す
。

出
産

育
児

⼀
時

金
の

支
給

ま
で

の
間

、出
産

育
児

⼀
時

金
の

8割
相

当
額

を
限

度
に

資
金

を
無

利
子

で
貸

し
付

け
る

出
産

費
貸

付
制

度
も

あ
り

ま
す

。

乳
幼

児
等

医
療

費
の

助
成

医
療

保
険

制
度

に
お

け
る

自
己

負
担

に
つ

い
て

、そ
の

費
用

の
⼀

部
を

各
自

治
体

が
助

成
す

る
も

の
で

す
。自

治
体

に
よ

っ
て

所
得

制
限

や
年

齢
の

上
限

等
が

異
な

り
ま

す
の

で
、お

住
ま

い
の

自
治

体
に

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。
児

童
手

当
⾦

0歳
か

ら
中

学
校

卒
業

ま
で（

15
歳

の
誕

生
⽇

後
の

3月
31

⽇
ま

で
）の

児
童

を
養

育
し

て
い

る
方

に
支

給
さ

れ
ま

す
。

支
給

額
は

所
得

と
児

童
の

年
齢

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

子
ど

も
が

生
ま

れ
た

⽇
の

翌
⽇

か
ら

15
⽇

以
内

に
お

住
ま

い
の

市
区

町
村

に
申

請
が

必
要

で
す

。
自

治
体

や
企

業
に

よ
る

支
援

出
産

や
子

育
て

に
対

し
て

手
当

金
を

支
給

し
た

り
、ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

等
の

費
用

補
助

な
ど

を
行

っ
て

い
る

地
方

自
治

体
や

企
業

も
あ

り
ま

す
。

お
住

ま
い

の
自

治
体

や
会

社
の

制
度

を
確

認
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

出
産
に
関
す
る
経
済
的
支
援

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
支
援

生
活
用
品
費

18
,5
41
円

子
ど
も
の
た
め
の

預
貯
金
・
保
険

18
,4
33
円

内
閣
府「
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
に
よ
る
子
育
て
費
用
に
関
す
る
調
査（
平
成
21
年
度
）」
よ
り
作
成

そ
の
他

13
,2
93
円

食
費
9,
26
0円

衣
服
・
服
飾
雑
貨
費

7,
37
6円

レ
ジ
ャ
ー・
旅
行
費

4,
44
8円

保
育
費

4,
28
8円

医
療
費

1,
05
0円

学
校
外
教
育
費
・
活
動
費

91
4円

1
か
月
の
総
費
用

平
均

7
7
,6
0
3
円
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参
考
資
料

　 【
妊

娠・
出

産・
育

児
期

の
両

立
支

援
制

度
】
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